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SSH (スーパーサイエンスハイスクール）指定枝都立I立日比谷高等学校における実践報告
東京都立日比谷高等学校石川真理代

1 研究開発課題及び研究開発の概要

本校における研究開発課題は、 『創造性豊
かに国際舞台でリーダーシップを発揮し活躍
できる科学者の育成』としている。 この研究
開発課題目標達成のためには、高校段階の早
い時期から、学問の本質に迫る様々な機会を

通じて、学ぶ意義や楽しさを味わえる教育環
境の実現が必要である。本校SSH指定1期
目の研究では、 SSH事業の「自主研究・高
大連携・野外実習・海外派遣研修」を通じて
学問の本質に迫る各種の環境設定を実現させ
ることを通じてその目標を具現化させた。本
校SSH指定2期目においては、 これまでの

研究成果および研究課題を踏まえ、 さらに発
展・深化させる目的で、次の4点を研究の柱
に掲げ、本校SSH事業を推進している。
＜研究の4つの柱＞

I 科学系部活動の活性化をはじめとする

SSH自主探究活動に関する研究開発

Ⅱ独創性・創造性を育む探究的な授業実

践の在り方及び指導法・教材の研究開発
Ⅲ「高大連携」の在り方や「高大接続カリ
キュラム」開発に関する研究

Ⅳ海外の大学・企業、研究機関との連携
による生徒が主体となる交流の推進

2研究開発の実施規模

本校SSH事業の大きな特徴は、全校生徒
を対象に実施していることである。そのため、
各クラスにSSH係委員を創設し、学校側と
ともに協働してSSH事業を運営している。
今年度は50人を超える生徒が委員として活
動している。また、本校の特徴である全人教
育を目指す教育課程の中で､理科の科目を「S
SH入門」 （理系・文系全員） 、 「SSH基

礎」 （理系・文系全員） 、 「SSH発展」 （理
系必選） といった位置付けにし、 SSHとし

て探究力を高める学習指導法の研究開発を進
めている。

具体的な取組として、 1学年においては、

生徒全員が課題研究を行い、その成果を年度
末の発表会で報告している。また、大学研究

室訪問や出張講義などの高大連携事業、各種

－図 1 1学年全生徒対象SSHI課題研究説明会

講演会、生徒自主探究活動、野外実習体験活
動、海外派遣研修など全てのSSH事業を全
生徒対象に実施しており、学年単位や全校生
徒参加のSSH事業も企画・運営している。
これまでの主な講演実績は次の通りである。
（1） 全樅勝順献単ﾎ郷ｷｬﾝｽ安田雛でのSSH糊職齢
・平成22年度ﾉｰベﾙ医学生理学賞受賞者利根川進博士
・平成23．27鞭すばる天始畷リーダー小平桂一博士
（2） 2学年生徒対象SSH特別講演会

・平成25年度自然科学研究機構長佐藤勝彦博士
・平成26年度日立製作所獺待遇フエロー小泉英明博士
・平成28年度ﾉｰペﾙ物理学賞受賞者梶田隆章博士
3 研究開発の成果

これまでの実践を踏まえた主な成果は以下
の通りである。

（1）群ｵ'ﾙビｯｸ国内畿会･ｺﾝﾃｽﾄ等での10年態入賞'受賞

本校ではSSH研究指定以来、毎年数
々の科学オリンピック、全国科学コンテ

スト等での入賞・受賞等の成果をあげ、

2期目においては、量・質とも向上して

いる。主な実績は以下の通りである。 ・

・全国数学オリンヒ｡ツク 日本代表アジ
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ア太平洋地域予選出場（平成24年）

・全国物理コンテスト物理チャレンジ

銀メダル（平成25年） 、銅メダル（平

成26年） 、実験優良賞（平成26年） 、

奨励賞（平成28年）

・ 日本化学グランプリ 金メダル（平成

28年） 、銀メダル（平成25年）

・日本生物学オリンピック銀メダル（平

成21年） 、銅メダル（平成22年）

・ 日本地学オリンピック 日本代表選考

会進出（平成24年）

･ JSEC (日本学生科学技術コンテスト）世界大

会出場最終選考会出場（平成27年）

・ 日本学生科学賞最優秀賞（平成22

年） 、努力賞（平成27年）

・科学の甲子園東京大会

理論部門く物理＞第1位（平成28年）

． ＜化学＞第1位（平成27年）

＜生物＞第1位（平成26年）

（2）昨年度の進学実績

SSH指定校として、探究力を高める

学習指導法の研究開発を通じ、 3年間連

続で東京大学への合格者数が全国の公立

高等学校の中で最多となった。特に今春

から始まった東京大学及び京都大学にお

ける推薦入学者選抜において、東京大学

2名（医学部、経済学部） 、京都大学1

名（文学部）の計3名の合格者を輩出し

た。また、平成27年度には東京大学理科

Ⅲ類（医学部）への現役合格をはたした。

その他、難関国公立大学（東京工業大学、

他）や私立大学理系（早稲田大学、慶應

義塾大学、東京理科大学等）への合格者

数や、医学部合格者数も平成27年度（57

名）を上回る結果となった。

（3）卒業生の大学での活躍及び大学院への進学者数の増加

SSH第1期卒業生が東京大学、東京

工業大学などの理学系・工学系大学院研

究科へ進学し、現在は博士課程へ複数名

進学している。卒業生の大学における主

な実績は以下の通りである。

・世界大会「ARLISE」人工衛星モ

デルロケット打ち上げ学生大会優勝

（米国会場）

・全国「烏人間コンテスト」東京工業大
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図3 卒業生（同窓会組織） 「すばる会」による口頭発表

学チーム優勝（操縦電子回路装置制作担当）

（4）卒業生（同窓会組織）との連携

本校SSH指定1期目において、 3年

"SSHを体験した卒業生による同窓会

組織を2期目1年次に発足させ、文化祭

や年度末成果発表会で、在学中における

SSH体験談、大学の研究活動等に関す

る口頭発表を行っている。 こうした活動

は、本校生徒の進路設計や、本校SSH

諸活動の更なる発展に結びついている。

（5）文部科学省ヒアリングで評価を受けた「スコアー制度」

多くのSSH校とは異なり、理数コー

ス等を編成せず誰でも参加できるSSH

事業を展開している本校において、全校

生徒のSSHに対する取組状況を客観的

に把握するための「スコアー制度」があ

る。これはSSHの諸活動において成果

をあげた生徒に対して卒業式前日に学校

長より表彰する制度である。このシステ

ムは文部科学省の中間評価において評価

され、表彰生徒も年々増加している。

4 今後の課題

今後の研究開発における主な課題として

次の各項目の改善に向けて取組む。

・高大接続カリキュラム研究や授業研究

の一層の充実・深化を通し次期学習指

導要領への有益な提案・提言の実現

・海外派遣研修の一層の充実

・グローバル化への対応、学際的研究の

推進、産学連携の取組の継続 等
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